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タ
リ
twdセ
ン
タ
t

市
で
は
、
数
泌
す
る
ゴ
ミ
を

衛
生
前
町
に
処
理
す
る
た
め
や
陣

地
品
ん
に
グ
ヲ
1
γ
セ
ン
タ
i
の

建
設
を
滋
め
て
お
ち
ま
す
。
こ

8
T一
事
は
、
附
町
松
中
十
}
月
一
一
ET

い
M
U
H
に
起
工
式
を
行
な
い
本
部
る

十
山
間
月
三
十
詔
完
成
を
回
同
ざ
し

て
急
ピ
ッ
チ
で
総
絡
の
工
事
に

か
か
っ
て
お

9
ま
や
。

対
中
隔
で
は
、
現
在
事
伎
の
油
開

附
問
州
刑
判
制
関
同
柏
崎
先
の
水
留
を
.
コ
ミ

投
棄
場
所
と
し
て
、
一
湾
総
物
、

不
然
物
と
も
に
緩
め
家
て
処
滋

を
し
て
い
ま
す
が
、
幅
関
投
的
仰
に

み
て
も
よ
い
と
は
い
え
ま
せ

ん
@
そ
こ
で
、
綴
銭
的
で
然
公

盛
岡
の
処
理
方
法
が
強
く
緩
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
も
う
し
ば

ら
く
的
家
殺
で
こ
れ
ら
ゴ
ミ
が

衛
生
抽
出
に
総
務
事
れ
る
と
と
に

な
り
'
ま
ず
o

xぷ
は
、
十
一
ロ
月
中
に
完
成

11月308完成を悶標に重量ピッチで議室主;クリーシセンター

し
ま
す
が
、
裁
盟
雄
総
な
ど
を
し

た
後
本
格
的
に
機
婚
講
ず
る
の
は

来
年
鈎
四
月
を
予
定
し
て
お
れ
ツ
ま

す
c
加
紬
瑚
明
僻
拘
カ
は
一
日
苔
五
十

ト
ン
で
す
が
、
い
ま
ぬ
糾
縁
切
ず
叩
吊

で
一
日
に
出
回
る
ゴ
ミ
は
約
六
十

mの人口
級事147王手4Fl30B現夜

努 28.754入{重苦号比258人地)

女 28.8犯人( . 2事2人増)

@s川人 (φ550AJ普}
世帯数15.7総量寺普( "181世帯i曽)

ト
ン
で
す
の
で
、
幾
分
の
潟
は

衛
生
処
理
で
き
る
も
の
と
緩
い

ま
す
。こ
れ
ら
抗
措
凝
縮
殺
を
建
設
す

る
場
合
、
一
番
悶
悶
る
め
は
、
務

殺
周
辺
へ
の
ば
い
媛
、
撒
部
肉
地
な

ど
で
す
が
、
最
新
式
め
幾
潔
機

紋
で
す
の
で
、
無
公
安
処
葱
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
と
の

ヱ
事
に
は
、
四
隣
路
樹
間
千
万
悶
川
俊

じ
て
お
り
ま
す
。

クリーンセンター兜成予殺額

4月の人口数室長

努主計

詩人 58人 113人

45告人 467λ 繁華人

12人Il人 23λ

244λ222人 466人

相
四
月
一
…
…
十
け
将
校
時
り
ぞ
消
時
間
団

長
の
村
越
新
世
河
災
が
制
吋
州
問
し
、

後
仮
に
今
井
背
骨
美
男
氏
が
総
絞

し
ま
し
た
。

毎
月
第
二
関
縫
箆
に

探

鳥

会

品
料
柑
館
予
・
眠
判
自
縛
を
守
る
会
で

は
、
手
費
削
間
関
向
m
却
に
ん
排
除
す
る

野
鳥
や
渡
拘
鳥
を
き
が
し
た
争

点
締
の
名
前
を
総
べ
た
り
す
る
会

を
係
月
然
一
一
n
H
綴
日
に
行
な
い

ま
す
の
で
、
眠
時
両
隣
掛
脱
抑
常
者
は

午
前
九
昨
吋
に
市
役
齢
別
念
総
務
に

お
綴
9
く
だ
さ
い
。

潟
市
人
の
場
合
は
中
ふ
と
な
り

ま
す
。布佐地区からの

救急醸の要議は

| 番重量(0471ト88
L!21h湖北出張所ヘ;

我
河
柑
子
釈
は
昨
叶
一
年
間
悶
悶
円
か
ち
一
伐
々
線
に

よ
る
党
議
醐
開
始
に
符
い
、
品
市
消
押
嶋
惜
の
品
料
も

話
H
Y

急
激
じ
鍛
え
て
お
り
ま
す
。

4
9
今
ま
で
殺
孫
子
の
中
単
純
ね
に
L
て
は
非

人
i

常
に
殺
崩
料
品
添
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
総
長

喝
H
V

さ
ん
と
総
一
語
底
衝
の
商
護
士
会
経
泳

部
A
V
M
川
謬
↓
r凡
さ
ん
}
M
V
銭
カ
し
て
、
閥
抗
議
成

田
馬
に
花
授
と
間
的
機
内
の
ホ

i
ム
沿
い
に
花

P
1
い
を
緩
え
H

花
の
我
孫
子
駅
4

と
イ
メ
ー
ジ

2
f
yブ
し
ま
し
と
。

4
0
地
下
鉄
mw
品
開
発
獄
、
急
行
停
車
駅
と
し

口

b

て
市
内
外
の
ぢ
が
利
郎
す
る
の
も
一
設
と

i
t
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
護

し
い
仰
執
は
、
通
勤
、
遂
学
、
旅
行
告
に
と

っ
て
心
が
綴
や
か
に
会
る
こ
と
で
し
ょ
b

三 釈紛広場に進られた花壌

764 

駅構内 iこ緩えられたツツジ
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hbd 
問
機
臨
均
年
金
は
、
将
来
的
事
散
含
受
け
て
い
る
と
き
に
こ
れ
ら

削
阜
、
老
令
に
そ
な
え
て
今
か
ら
脳
陣
に
該
滋
し
て
い
る
簡
は
潟
然
に

判
明
険
料
令
積
み
立
て
、
匁
会
に
よ
係
数
料
を
納
め
る
と
と
を
免
除

一
っ
て
金
治
を
出
品
殺
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
己
主
会
開
胸

一
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
終
バ
保
持
り
阪
な
け
れ
ば
な
号
ま
せ
ん
。

一
後
続
を
約
め
て
い
く
の
が
た
て
出
申
請
免
除
は
、
所
得
が
な
い

一
ま
え
で
す
。
し
か
し
、
後
針
が
主
寺
、
徐
険
料
を
納
め
る
こ
と

一
件
慌
し
か
っ
た
り
、
灸
祭
や
災
審
が
い
ち
じ
る
し
く
関
難
で
あ
る

…
な
ど
で
然
休
税
制
刊
を
約
め
た
く
て
と
き
に
山
中
務
ず
れ
ば
、
取
殺
し

一
も
絞
め
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て
た
と
き
か
ら
そ
の
格
変
求
ま
で

…
も
年
金
が
成
丸
山
り
ら
れ
る
よ
う
品
即
時
陣
さ
れ
ま
ナ
。
申
務
免
除
は

一
に
、
係
数
料
を
絡
め
る
こ
と
を
本
人
や
そ
の
家
後
の
所
得
申
状

一
免
除
す
る
紛
皮
が
あ
り
ま
す
。
災
に
よ
っ
て
緩
め
ら
れ
る
の

…
祭
険
燃
の
免
除
に
枚
、
仲
間
銀
で
、
隊
月
分
の
保
協
照
射
利
か
ら
免

こ
に
浴
め
ら
れ
て
い
る
姿
件
に
あ
叫
怖
を
受
け
た
い
と
き
は
、
関
万
一
穫
後
年
金
時
、
七
十
数
以
上
と
の
溺
け
山
芝
、
今
年
の
五

て
は
ま
れ
ば
、
そ
の
と
主
役
附
納
分
の
探
検
制
判
的
総
柵
制
限
k
hば
つ
の
お
匁
劣
り
や
母
子
欲
段
、
身
月
分
か
ら
来
年
同
悶
持
月
分
ま
で
の

ド
け
似
る
だ
け
で
免
時
間
在
れ
る
法
て
い
る
七
月
中
島
叫
踏
ま
で
に
'
申
縄
問
体
機
害
者
な
ど
に
支
給
さ
れ
て
}
年
間
幅
削
絞
年
金
を
受
け
ら
れ

1
波
免
除
主
、
加
開
時
間
創
刊
を
納
め
ら
す
る
こ
と
が
品
開
買
で
す
o

い
る
年
余
勺
す
が
、
こ
の
隊
後
る
か
ど
う
か
が
決
め
ら
れ
る
大

}
れ
な
い
察
組
掛
か
あ
号
、
そ
の
こ
後
険
料
を
絞
め
ら
れ
な
い
か
年
金
を
受
け
て
い
る
人
凶
弘
、
六
切
な
聞
届
け
出
で
す
。
屈
け
山
側
が

Z

と
を
市
議
し
て
然
知
事
の
家
総
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
保
険
月
一
一
一
十
日
付
ま
で
に
受
給
者
本
人
塗
れ
ま
す
と
九
月
六
日
の
支
払

'
ー
を
受
け
て
品
加
除
さ
れ
る
取
綴
免
線
合
総
め
な
い
で
い
る
と
、
そ
と
総
偶
者
、
狭
義
総
務
殺
の
磁
隠
甘
い
間
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
す

幸
惨
と
が
あ
担
ま
ナ
舎
の
鈎
問
は
年
ム
組
合
受
け
る
た
あ
翁
懸
十
六
俸
の
所
得
や
生
計
の
の
で
、
忘
れ
ず
に
嵐
山
町
出
向
て
く

法
定
免
除
凶
弘
、
田
阿
国
内
和
十
点
滅
的
り
の
受
給
線
開
問
に
算
入
さ
れ
ま
せ
状
況
ぶ
つ
い
て
開
掛
け
銭
る
と
と
だ
さ
い
。

広
陣
陣
後
年
金
や
母
子
細
制
相
官
年
金
を
ん
の
で
、
年
金
安
受
け
ら
れ
な
も
に
、
盟
国
内
年
A

盟
読
書
を
鍵
山
闘
な
お
、
党
の
法
改
疋
ぜ
統
制
問

…
受
け
て
い
る
と
き
、
生
活
絞
助
〈
な
る
こ
と
が
為
9
ま
ず
。
係
し
て
く
だ
さ
い
。
出
掛
僚
が
ゆ
る
め
ら
れ
ん
ま
し
た
。

-
m・1
1
H
H
H甘
H
H
U
M
-
-詩
HHHiltHHtHHUHHunNHHUれ
H
H
H
U
M
P
H
-
H
1
1
u
H
H
H
H
u
H
E
H
S

一
一
一
市
役
時
間
で
は
、
次
の
主
お
お
二
十
六
年
四
主
五
以
終
①
取
し
ぬ
み
闘
用
紙
は
、
市
役
所
綾
液
中
ハ
カ
月
以
内
に
祭
彩
…
一
綴
数
?
ヒ
な
ど
の
よ
う
に
二

一
一
一
号
機
災
時
ゑ
集
一
安
打
な
い
ま
に
慾
ま
れ
た
者
ぬ
務
部
秘
畳
間
人
引
執
筆
、
交
付
し
た
写
真
〈
上
半
身
間
服
絹
相
、
一
一
翼
一
三
慈
の
隊
携
を
も
っ
議
総

一
明
、
ず
り
で
、
活
綴
畿
は
お
尚
早
し
③
協
気
、
ポ
イ
予
1
、
土
木
の
し
ま
す
。
}
広
瀬
市
閥
、
縦
六
セ
ン
チ
機
一
一
心
身
隊
索
開
中
は
、
務
総
の
主
こ

一

一

一

を

く

ま

い

。

護

費

は

、

総

章

一

一

年

寄

主

主

号

蓄

量

級

・

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

)

一

一

ろ

警

襲

か

り

襲

五

、

一
一
一
喜
朗
滋
雲
よ
び
人
員
賢
一
一
言
芝
生
ま
れ
た
求
す
る
場
合
は
、
蓄
の
後
を
一
一
務
容
し
て
く
だ
さ
山
ほ
と
ん
ど
談
践
に
善
意
れ
て

一

一

一

一

帥

融

緩

務

磯

良

費

千

名

者

に

叶

受

験

申

し

込

み

附

期

総

請

い

。

一

一

い

る

k
い
っ
て
も
鴻
判
官
で
は
あ

一

一

一

技

術

職

員

雪

雲

芝

芸

す

る

品

噛

ま

た

は

さ

と

蓄

し

、

あ

て

ま

V

受

付

書

鵬

;
2
0と
の

と

え

本

一

…

…

う

も

わ

け

透

明

部

湾

総

な

祉

事

一

ω

暴
露
圭
量
三
塁
量
貯
嬰
制
し
た
返
領
訪
日
十
七
年
五
丹
一
一
…
十
回
人
に
主
っ
て
ザ
小
中
期
叶
で
あ
る
ば
か

て

一

語

気

技

術

者

五

雲

氏

在

住

よ

賊

細

長

話

ハ

針

か

ら

昔

話

一

±
3叫
9
で
な
く
護

t
っ
て
も
そ

ご一

O

ボ

イ

ラ

ー

芸

者

五

す

る

主

絞

め

順

菌

剤

員

ナ

心

ず

一

点

ゼ

一

2言
、

豊

を

も

経

済

一

一

一

O

安

技

術

者

ハ

義

下

ゑ

醐

募

酬

撃

を

需

V

益

予

定

日

時

的

に

も

大

変

で

す

。

了

一

水

道

管

一

名

主

の

い

ず

れ

蜘

・

集

酬

)

一

高

対

し

詰

号

七

年

七

万

一

L
裏

芸

員

餅

芝

、

こ

れ

一
=
0
タ
イ
ピ
ス
ト
…
翁
か
に
時
陣
取
調
す

4
4

一
一
重
怒
華
華
し
き
三
養
護
待
望
義
者
て
く
だ
き
い
V
そ
の
他
品
ら
の
柄
河
童
や
家
緩
w
h
u
対
し
、
ぃ

仏

=

w

v

受

験

資

格

る

串

咽

は

受

験

で

b
d
ま
せ
ん
V
品
申
込
み
手
側
続
出
引
試
験
日
日
制
慨
は
、
受
験
車
し
一
一
〈
ぷ
ん
で
も
そ
の
精
神
的
な
食

品
町
一
一
@
大
学
、
脱
却
火
卒
業
者
は
即
時
①
日
本
の
関
銭
安
有
し
な
い
翁
①
申
し
込
み
惑
に
必
綾
な
骨
常
務
吋
路
み
事
鳴
に
追
っ
て
滅
的
問
。
=
綴
を
綬
〈
し
、
酎
臨
め
、
励
ま
す

脱
出
翌
十
二
年
烈
何
月
刊
百
以
議
議
室
お
よ
び
機
雲
産
自
分
で
記
入
し
、
市
役
務
ゆ
そ
の
他
鋒
絢
に
つ
い
て
は
、
一
一
た
め
に
ま
し
た
い
と
h

う
カ

船

出

降

に

生

ま

れ

た

者

者

t

縫
務
部
終
議
人
事
部
師
へ
楠
館
山
山
中
市
役
所
総
務
部
秘
幾
人
畿
一
一
の
借
皆
殺
を
集
め
て
、
と
ふ
れ
を
必

鴻
一
一
②
官
同
等
学
校
卒
業
思
議
、
ま
⑥
棉
問
機
以
上
の
郊
に
畑
地
せ
ら
れ
し
て
〈
だ
さ
い
。
糊
蹄
〈
慢
話
八
一
一

1
一
一
五
一
一
援
と
す
る
波
市
臓
に
斡
旋
し
よ
う

議
一
一
た
は
こ
れ
k
附

川

等

以

上

の

た

者

@

申

し

込

み

榊

憾

に

は

、

最

終

学

}

森

内

綴

コ

ハ

U
五
V

へ
お
ー
と
す
る
も
の
で
す
。

」
一
一
学
力
安
脅
す
る
者
同
弘
、
m
m
V
受
験
学
総
校
押
部
数
成
綴
夜
間
制
緩
…
町
議
、
問
、
合
せ

:
f
;
一
一
機
仕
活
裁
の
内
需
活
動
の

一
口

i

l

i

l

i

-

-

i

!

!

1

i

ぃ1
十
円
同
U

ぃ!?一一

M
l
i
b
-
i
i
i
 

国民年金

ナ
。
母
一
活
に
余
総
が
で
き
た
と

き
に
、
後
か
ら
晶
苅
昨
附
さ
れ
た
期

間
関
の
保
険
料
を
約
め
る
こ
と
が

で
き
る
追
給
と
い
う
俊
度
が
あ

り
ま
す
。
浪
帖
制
す
れ
ば
、
保
険

料
を
絞
め
た
植
物
会
と
隊
じ
相
簡
の

年
金
が
支
払
願
書
れ
る
の
旬
、
保

険
制
刊
を
約
め
る
こ
k
を
品
加
除
さ

れ
た
欄
間
関
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
将
来
の
こ
k
を
考
え
て

余
裕
り
で
き
た
主
き
に
治
約
ず

る
こ
み
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

係
数
料
の
免
除
・
議
砧
制
に
つ
い

て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
川
役

掛川間関陣内年
A
W
係
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方

免
税
の
手
続
き
を

険
料
を
仙
料
品
削
る
こ
と
が
閣
総
な

人
は
、
市
役
一
致
明
、
免
総
の
乎
山
総

哲
・
役
さ
れ
る
よ
事
お
す
す
め
し

ま
す
。な
お
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
主
き
は
、
係
睦
問
料
を
約
め
た

人
に
ゆ
伸
べ
る
主
、
市
制
A
V
年
金
の

甑
明
合
は
年
金
が
淡
叙
し
て
針
材
持

さ
れ
る
と
主
に
な
っ
て
い
ま

福
祉
年
金
受
給
者
は
六
月
中
に

届
け
岳
と
年
金
証
諜
の
提
出
を

策
洋
大
学
法
律
相
哨
組
制
緩
明
、

ζ
れ
ら
廿
綿
織
的
な
同
開
帽
聞
か

は
、
法
学
材
部
数
授
と
学
生
に
ら
、
よ
与
専
門
的
な
間
同
開
阻
ま

よ
る
法
始
時
総
談
を
行
な
っ
て
で
す
べ
て
の
淡
線
問
題
の
綴

お

れ

ソ

ま

す

。

輸

蹴

w
h

出
品
っ
て
お
れ
ソ
ま
す
。

こ
れ
は
、
門
口
撲
の
も

t
t
5主
ま
た
、
焚
回
出
に
つ

大
学
に
お
け
る
賦
明
党
柑
民
"
、
附
い
て
は
無
料
で
す
。

を
実
践
に
絡
す
械
情
勢
柑
品
語
紙
輪
栽
淡
に
お
い
で
に

を
淡
け
て
お
号
ま
す
山
内

a
H
H

一
引
な
る
万
件
同
、
な
る
べ

が
、
と
の
ほ
ど
然
係
自
コ
ハ
:
附
く
多
く
の
棋
風
料
〈
笑

子
市
を
紛
れ
、
一
帥
担
問
錨
百
円
吋
仙
円
滑
慨
柑
柑
〉
を
ど
持
参

泌
氏
の
方
H
F
悩
ん
で
同
ト
流
山
町
く
だ
さ
い
。

い
る
防
総
〈
蹴
困
地
、
柄
、
二
、
，
H

N

口
糊
開
山
砲
口
同
玄
u
月二

品
同
欲
、
親
族
、
制
制
緩

P
3
Eミ
も

十

九

日
H

(

月醐蹴口叫〉

附
同
硝
臨
〉
、
あ
る
い
は
最
近
的
。
間
開
催
場
続
殺
孫
子
市
役

綴出川
k
し
て
交
官
滞
緩
放
の
制
帽
幅
間
一
険
幾
何
会
議
申
誕

執
献
も
多
く
み
う
け
ら
れ
る
わ
綴
当
者
索
然
大
学
教
授

ょ

う

で

す

。

凶

名

主

学

生

九

名

た
と
え
ば
、
仲
抗
議
義
務
者
の
齢
別

棉
円
一
蹴
刺
殺
の
制
限
度
続
は
、
談
養
胡
抗

議
五
人
の
叫
胤
僻
般
の
場
合
で
従
来

。
夜
八
十
万
円
か
ら
二
後
玄
十

万
即
日
に
主
大
脳
酬
に
訓
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
談
議

総
務
者
の
所
得
け
か
A
V
い
と
い
う

こ
と
で
綴
続
年
金
m
?
?
綴
が
修

ゑ
寄
れ
て
い
た
人
で
も
、
今
年

は
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
明
、
、
凶
器
均
年
金
銭
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

家
庭
奉
仕
員
募
集

て
は
市
役
所
内
一
裕
桂
樹
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
幸
い
。

一
一
十
緩
か
ら
玄
十
歳
ま
で
の

努
女
で
、
心
身
と
も
に
機
感
で

一
一
線
二
時
間
間
以
・
い
ん
な
お
か
つ

一
方
拘
月
一
一
関
以
上
車
中
伎
の
で
き

る
ガ
な
ら
け
つ
こ
う
で
す
の
で

発
惜
患
者
は
滋
従
事
務
所
へ
お
取

し
燦
く
だ
さ
い
。

自

衛

官

募

集

釣
衛
庁
で
は
、
各
種
の
仲
説
明
間

を
掛
自
得
し
た
い
と
府
間
う
法
制
〈
て

務
総
し
い
青
年
安
求
払
り
て
お
ち

ま
す
。蜘附
蹴
蛾
で
清
潔
な
療
援
の
中
で

率
一
向
逮
転
、
総
邸
中
様
、
航
議
後

掛
照
融
問
、
血
部
鵠
榔
遂
巳
市
酒
、
側
関
脇
鵬
、
瑠
調

理
、
ボ
イ
ラ
ー
絡
の
技
お
を
学

び
多
〈
A
W

間
同
市
車
時
時
齢
制
緩
絡
会
殺

欄
持
す
る
と
と
が
匂
き
ま
す
。

。
繁
崎
相
十
七
才
六
カ
月
か
ら

二
十
開
問
才
ま
で
の
ふ
甲
栄
卒
業

以
ょ
の
学
方
特
あ
る
人

八
〉
申
し
込
み
先
権
役
所
市
民

議
、
支
市
朗
、
ま
た
は
自
幅
簡
潔

キ
緩
地
方
議
絡
部
補
間
務
総
張

所
(
甜
世
制
刷
機
制
問

i}
…
六
!
一

0
・
総
統
O
m
間
七
悶
悶
l
一一二

1
九
五
三
二
滋

移
動
図
書
銭
時
間
変
質

湖
北
会
へ
来
る
移
動
開
問
幾
総

ひ
か
り
管
は
次
の
よ
う
に
終
僚

が
変
わ
り
ま
し
た
。
午
前
十
一

時
二
十
分
か
ら
十
一
一
締
ま
で
。

潟
費
者
苦
情
相
談

滋
災
務
保
護
施
策
的
…
っ
と

し
て
お
に
苦
僚
制
相
談
員
を
潔
榊
隠

し
て
捕
間
後
者
が
臨
隣
人
し
れ
仰
向
関
口
聞

や
サ
f
ピ
ー
に
隠
す
る
苦
情
掃
な

受
付
け
て
お
ワ
ま
す
。

受付河口
M

は
毎
月
然
一
て
第
四

+
小
限
目
母
午
前
削
十
時
か
ら
~
午
後

問
問
符
ま
で
務
市
改
滋
繍
陣
内
(
設

孫
子
閥
抗
前
お
掛
偶
然
糸
裁
)
ぜ
行

な
っ
て
お
れ
ツ
ま
す
の
で
、
夜

間
側
、
異
物
等
に
よ
る
期
間
湾
か
あ

ち
ま
し
た
ら
迷
惑
な
く
ゆ
し
山
間

て
く
だ
さ
い
。

相
相
談
日
以
外
の
受
付
怖
い
、
槻
階

穏
に
よ
り
行
な
っ
て
お
号
室
す

母
で
ご
制
利
用
く
だ
さ
い
。

務
仇
悦
協
閉
経
済
援
問
問
縄
師
向
ヱ
再
開

八
一
一
回
清
一
一
双
コ
寄

行

政

相

談

人

権

擁

護

相

談

渓
月
の
行
数
制
制
緩
お
よ
び
人

格
擁
護
箱
淡
は
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
り
で
ご
約
刈
く
だ
さ

2
L
V
 
①
口
同
線
五
月
ニ
十
六
αH
午曲四

十
時
吋
か
ら
午
後
三
時
吋
ま
で

①
蝿
晴
臨
問
湖
北
台
支
部
削

免
許
の
資
制
制
等
も

我
孫
子
派
出
所
で
受
付

稔
孫
子
縁
然
営
鵠
幹
部
品
陣
織
掛
川

で
は
、
日
島
n
n
一
告
か
ら
向
同
致
事

懇
転
免
許
廷
の
W
R
新
等
阜
市
偶
捕

手
掛
腕
設
の
受
付
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
〈
だ
き

、
む

楠
閣
品
刊
す
事
も
の

0
8
動
寧
哨
滞
緩
免
許
串
簡
の
一
奥
部
制

。
験
放
笈
開
閉

望
哨
常
時
使
悶
間
約
前
吋

。
そ
の
総
受
過
に
糊
腕
寸
る
材
開
間
関

危
険
物
取
扱
者
同
協
験

危
険
物
取
級
品
鳴
数
帥
酬
を
次
の

主
お
h

ソ
行
な
い
ま
す
申
で
、
受

験
縁
談
者
は
組
問
時
間
中
車
線
予
防
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

マ
絞
殺
の
寝
間
輔

滋
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

最
近
滋
路
上
ハ
渉
滋
V

に

術
的
を
出
出
し
て
綴
哨
到
し
て
い

る
蕊
印
刷
が
多
〈
見
う
汁
ら
れ

ま
す
争夜間
閣
が
多
く
出
向
て
い
る

ι

歩
行
楓
棋
は
当
一
候
率
滋
を
遜
る

こ
と
に
な
争
交
緩
安
全
上
か

制
ら
も
大
変
危
険
で
す
の
で
‘

m
w
乙
議
第
一
一
一
鱗

②
乙
綴
務
削
閑
談

地明ツ
ω
磁
第
五
開
閉

③
ろ
綴
緩
み
ハ
制
問

機

的

援

マ
試
般
の
同
時

田
昭
和
総
十
七
年
七
月
一
…
民
午

総
十
臨
吋
か
ら
十
一
一
時
ま
で

マ
開
駅
構
暫
縄
出
付
綴
凋

開
閉
山
相
径
十
七
年
波
月
三
十
日

か
ら
六
月
蕊
臼
ま
で

門v蹴探検岨曙露間

松
一
戸
市

マ削門
A
験
資
格

m
w
六
カ
月
以
上
品
臨
燃
物
取
怒
り

実
務
絞
燃
が
あ
る
方

品W
附
件
後
危
険
物
取
扱
表
訴
験
を

受
け
る
ガ
に
つ
い
て
は
‘
蜘
究

泊
朝
柑
腿
跡
棋
を
間
同
い
ま
せ
ん
。

曜
問
符
叩
は
協
関
M
m
道
路
に
刷
州
在
な
州

い
よ
う
に
お
隣
い
い
た
し
ま
糊y
 

す

。

山

抑

制
間
信
宇
一
の
方
々
の
ど
後
カ

に
よ
り
滋
時
聞
は
邦
議
に
き
れ

い
に
な
っ
て
き
て
お
守
ま
す

の
で
、
簡
易
務
滋
を
あ
け
、

道
陣
闘
は
広
〈
使
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
と
k
に
つ
い
て
は
、

務
時
間
本
側
部
予
紛
係
へ
・
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
や
小
選
溺
議
ヱ
撃

手
資
制
問
縮
削
減
下
水
道
機
縁
工

事
安
次
の
と
お

0
行
な
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
制
刺
殺
蝿
問
問
緩
和
側
十
七
年

}
九
四
月
十
五
日
か
ら
昭
和
問
間
十

七
年
七
月
十
五
日
ま
匂

。
滅
雌
現
場
所
油
精
孫
子
翁
高
野

山
新
潟
総
会
か
ら
布
佐
下
部
制

附同品期発

制
倒
量
に
つ
い
て
の
問
問
い
合
わ

伎
は
挙
総
務
江
一
一
戸
川
下
水
一
遂
事

務
所
電
器
防
総
大
関
1
丸
一
。

泊
霧
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。
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